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●一般
○沈黙のパレード（著／東野圭吾）
○「違うこと」をしないこと（著／吉本ばなな）
○ゆっくり十まで（著／新井素子）
○ことことこーこ（著／阿川佐和子）
○着物リメイクでずっと着られる服（発行／日本ヴォーグ社）
○写真集　美智子さまの時代（編／朝日新聞出版社）
○高血圧の毎日ごはん（発行／女子栄養大学出版部）
○ママが楽になる絵本レシピ３１（著／景山聖子）

●子ども
○パウルのスケッチブック（作／みやざきひろかず）
○ねこはちときんとっと（作／寺島ゆか）
○こすずめとゆき（文／深山さくら　絵／黒井健）
○夜カフェ（作／倉橋燿子　絵／たま）
○妖怪たぬきポンチキン　最強の妖怪あらわる！（作／山
口理　絵／細川貂々）
○犬の車いす物語（文／沢田俊子）
○ほろっと泣けるいきもの図鑑（監修／今泉忠明）
○天からの神火（作／久保田香里　絵／小林葉子）
○そうだったのか！歴史人物なぞのなぞ（作／楠木誠一郎　
漫画／春原弥生）

居酒屋ぼったくり１０
　東京下町にひっそりとある居
酒屋「ぼったくり」。そこには旨
い酒と美味しい料理、そして今
時珍しい義理人情がある…。旨
いものと人々とのふれあいを描
いた短編連作小説第10弾。

著／秋川滝美

クリスマスのあかり～チェコのイブのできごと～
　１年生になったばかりのフラ
ンタは、クリスマスを楽しみに
待っていた男の子。クリスマス
イブの日、奥さんのお墓にそな
える花を盗まれてしまった気の
毒なおじいさんを助けるため
に、大きな勇気を振りしぼり…。
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